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日中活動（生活・移動介助等）で必要な支援について考える力

自己理解・環境把握（小学部～）

伝える力（小・中学部～）

進路かわら版
令和6年3月7日

東京都立北特別支援学校
東京都北区十条台1-1-1

03（3906）2321
進路指導部

　日頃より本校の教育活動に御理解いただきまして、感謝申し上げます。
　前号の進路かわら版では、高等部の進路指導の流れについて紹介しました。また、進路かわら版１２月
号・１月号では、主な進路先である福祉サービスの利用決定の流れについて説明しました。
　今回は、卒業後の生活ケース（進路かわら版９月号）にある企業就労の決定の流れと、大学進学の流れに
ついて御紹介します。

企業就労・大学進学の進路指導について

高等部から企業就労する場合

高等部から大学進学する場合

適応する力（高等部～）

ワンポイント編　必要な支援とは（進路かわら版５月号）

→どのような支援を自分が受けていて、卒業後の進路先で実際どの程度必要かを説明できることが重要です。
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③ 『自分から発信しよう（できないことは、人が気付いてくれる前にお願いしよう！）』

ワンポイント編（卒業後の生活をイメージするための学習）

卒業生講話によるロールモデルの学習（１月実施）

社会参加への障壁がある場合の検討例（制度がない状況では、自費で対応されています。）

大学進学における課題

卒業生の
進路先決定
までの流れ

　卒業後の目標：企業就労したい
　『現場実習（Ｂ型）』企業就労の力を判定するために、まずはＢ型で実習
　　→　実習の結果：作業の正確さ、報告・相談する力が不足
　　→　実習後、学校で練習　→　練習が評価され、現場実習で再挑戦
　『現場実習（ハローワーク）』
　　→　実習の結果：前回と違う実習環境でも正確性、報告・相談する力が少し向上
　　→　現時点での自分の力を理解し、自分に少し自信がもてた
　『進路先決定』将来企業就労するためにＢ型事業所で働くことを自分で決意できました！

『現場実習等に取り組むまでに、自分のことをしっかりと知ろう！』

（就労についても、2020年～　重度障害者等就労支援特別事業　各自治体とＪＥＥＤで連携検討開始）

卒業生からのアドバイス

『報連相をしよう！』

『自分でできることは、できる範囲で自分でみつけてやってみよう！』

中学部Ｂグループも参加！ 高等部の生徒は、終了後個別に質問！

中学部・高等部から現在までの生活状況を講演！


